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大
宮
町
の
人
口

年 齢 R5.4月末 (前月比)

0歳～14歳 1,256人（ －1 )

15歳～64歳 5,606人（ －8 ）

65歳～ 3,031人（ ＋6 ）

合 計 9,893人（ －3 ）

市HP内掲載記事へ

人生初！田植え
＼神戸市の子どもたち／

お田植え祭
＼大宮売神社／ 学問の神様として

知られる北野天満宮
（京都市上京区）の
境内摂社には、「周
枳社」があります。
その縁もあり、北野
祭保存会や京都産業
大学文化学部の学生
など約５０人が、雨
の中、田植えを行い
ました。収穫した米
は、北野天満宮の宮
弁当やお守りに使わ
れています。

神戸保育園・神楽こど
も園の園児ら50人が田植
え体験を行いました。
両園では、楽農くらがき
（奥大野）が生産してい
る「倉垣しあわせ米」を
給食に使用しています。
引率した先生は「初め

ての行事で大変だったが
、たくさんの地元の方々
に関わっていただき、と
ても感謝している。貴重
な経験になったと思う」
と仰っていました。



各地で田植えがされ、この時期の景色はとてもきれいですね。
日頃から管理して下さっている農家さんに感謝です。
おおみやトピックスに載せてほしいことやご感想・ご質問があれば、
大宮市民局69-0712（担当：谷村）にお気軽にお問合せ下さい！

タニムラの

編集後記

タニムラの

編集後記

活動日記

大宮南小5年生の田植え体験を一緒にさせて
頂きました。自分の食べているお米が出来る
過程を直接体験できるのはとても貴重だなと
思いました。また別の機会には生産者さんの
田植えの見学をさせてもらいました。自分で
食べる分だけでもお米を作ってみたいのです
が、知れば知るほど簡単なことではないのだ
なと実感しています。

※6月末まで火木9～17時（6/8はお休みします）、大宮町奥大野229-6、090-9715-6573
今後の場作りの参考にする為、色んな方とお話しする機会を作っています。

今まで来て下さった多くの方が、目の前の
景色を喜んでおられます。田畑や山の管理
をして下さっている方に感謝して、この眺
めを楽しませて頂いています。
約2か月間、色々なお話しをさせて頂きま

したが、ラストの6月は協力隊ミッションで
ある空き家の現状や活用事例について主に
お話しができればうれしいです。

龍谷大学
× 三重森本

里力再生協議会

龍谷大学環境サイエンスコース谷垣ゼミの大
学生と田植えや生物調査を一緒にしました。
地区の散策中にいろんな植物の名前当てをし

たり、田んぼの生物調査ではマルガタゲンゴ
ロウをはじめ多様な生き物を発見したり、何
気ない環境が地域のお宝だなと感じました。
コロナ禍の黙食とは対照的に、みなさん賑や

かにお話しされているのが印象的でした。

お米作り

自宅土間オープン
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